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lよ じめに

野生イネ科植物は畑および水田等で雑草 として繁茂 し,農業生産に及ぼす影響は大きい。こ

のため,除草剤による防除の対象 となるが,近年の化学農薬抑制の流れから,こ れらの植物に

寄生する微生物を除草剤 として活用 しようとする動 きがある。このため,わ が国で各種野生イ

ネ科植物に寄生する微生物菌種を把握 してお くことは,微生物インベントリーを構築するため

にも重要である。ここでは野生イネ科植物に葉枯病性症状を引き起こす,各地で採集 した糸状

菌類の同定を行 うことを目的とする。

材料 と方法

山形県,茨城県,群馬県,鳥取県,沖縄県の各地で,2000-2003年 にかけて,葉身に病斑を

形成 した野生イネ科植物を採集 し,乾燥標本 として保存 した。さび病などすでに胞子を形成 し

ているものは,こ れをかき取 り検鏡 した。胞子形成の見られなかった標本については,病斑部

分を切 り取 り,常法に従い表面殺菌後,25℃ ,BLB光間欠照射下に 3-4日 間置いて胞子を形

成させ,形態を観察 した (月 星,1999)。

培養可能な菌種については,常法に従って全 DNAを 抽出し,プライマー ITSlお よび ITs4

を用いて,rDNAの ITSl+5。 8s rDNA+ITS2領 域を PcR法 により増幅 した(White α αι。,1990)。 得

られた PCR産物を精製後,Dye Terminttor法 でダイレクトシークエンスを行った。シークエン

スデータについては,GenBank上 でホモロジー検索を行い,分類学的な位置を検討 した。

種名を決定 した菌株については,農林水産省農業生物資源微生物ジーンバンクに MAFF番

号を付けて,登録 した。

イヌムギを分離源とする Bo sο″た
'4jα

んα菌株については接種試験を行い,V8培地上,25℃ ,

BLB間 欠照射下で培養 し,形成された胞子を水中に懸濁 して,温室で種子から育苗 したコム

ギ,イ ヌムギ,オ ーチヤー ドグラス,ケ ンタッキーブルーグラス, トールフェスク,イ タリア

ンライグラス,ペ レニアルライグラス,エ ンバク,チ モシーに噴霧接種 した。1区 につき 5-10

個体の植物を供試 し,3反復 した。調査は接種後 10日 後に行った。
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結果と考察

16菌株を観察・分離 し,う ち H菌株は種名を,5菌株は属名を決定 した (表 1)。

l. B″οιαrjsんοあ Jοsα (Berk.&Curtis)Shoem.

オヒシバのかすれ症状から群馬県で 1菌株を採集 した。オヒシバ葉枯病菌として既に報告 さ

れている (西門,1928)。 分生子柄は褐色 ,55。 8-178。 8× 5.3-7.8μm,分生子は淡褐色～褐色,卵形

～倒梶棒形,真直,22.0-56.8× 12.0-25。 3μm,3-6偽隔壁で,形態的に原記載 とほぼ一致 した (図

lA)。 rDNA配列は登録が無 く,形態的に近縁の B.れsαれοj(Nidk。 )ShOem。 (AF071352)と 96%の

相同性をもっていた。MAFF306655と して登録 した。オヒシバヘの病原性は未確認。

2. Bヶ〕οιαガS Sο rοたjれ jαれα(saCC。 )ShOem。

イヌムギの褐点斑点 (群 馬県および茨城県),不明イネ科草の円形斑 (鳥取県)お よび褐色

斑 (京都府)か ら 4菌株 を採集 した。イヌムギ斑点病菌等 として既に報告 されている (西原 ,

1991)。 分生子柄は淡褐色～褐色,53。 1-216。 1× 4.9-8。 9μm,分生子は暗オリーブ褐色,紡錘形～

楕円形,真直またはやや湾曲し,37.2-120.6× 15.0-29。 2μm,4-9偽隔壁で,形態的に原記載 とほ

ぼ一致 した (図 lB)。 rDNA配列は GenBank登録の B.∫ο
“
たj4jαんα (AF158105)と 100%の 相同性

をもっていた (菌株 No。 186)。 MAFF306656(No.186),306668,306669と して登録 した。イヌ

ムギか ら分離 した MAFF306656の 病原性 を調査 した結果 ,イ ヌムギに最 も強い病原性 を示 し,

その他 , トールフェスク,イ タリアンライグラスにも明確 な病原性 を示 した (表 2)。 従 って
,

イヌムギ菌が,こ れ ら作物の 3.sο rοたjれ jαれαによる斑点病お よび夏斑点病の野外での接種源 と

なっていることが示唆 された。

3.Exs`′ηんjル

““
οんοεθ″S(Drechsler)Leonard&Suggs

ケイヌビエの葉枯症状か ら山形県で 1菌株 を採集 した。イヌビエ葉枯病菌 として既 に報告 さ

れている (西門, 1928)。 分生子柄 は褐色 ,297.5-343.6× 7.0-7.7μm,分生子 は淡褐色～オリーブ

褐色,紡錘形,真直 または湾曲 し,70。 3-157.6× 13.5-23.3μm,4-7偽 隔壁で,形態的に原記載 と

ほぼ一致 した (図 lC)。 イヌビエヘの病原性 は未確認。

4. Eχ s`rολjJ“

“
″∫′

“
′
““

(Drechsler)Leonard&Suggs

ヒエ類お よびヒゲシバ類のごま葉枯症状 (沖縄県),ノ ガリヤス類の小斑症状 (鳥取県)等
か ら 5菌株 を採集 した。ギニアグラスお よびバ ミューダグラス上での葉上生息菌 として既 に報

告 した (月 星,2003)。 分生子柄 はオリーブ褐色 ,75。 6-279。 6× 4.2-7。 7μm,分生子は淡オリーブ褐

色 ～ オ リー ブ褐 色 ,長 楕 円形 ～先 端 の 長 く細 ま っ た倒 梶 棒 形 ,真 直 また は湾 曲 し
,

61.9-274.7x10.6-24.6μ m,6-16偽隔壁で,形態的に原記載 とほぼ一致 した (図 lD)。 rDNA配列

は E″ s′″′
““

(AF163066)と 99%の 相 同性 を も っ て い た 。 MAFF306634,306635,306639と して

登録 した。宿主植物への病原性は未確認。

5。 び″グο sp.

沖縄県のキビ類,ヒ ゲシバ類,チ ガヤ類のイネ科野草およびネズミガヤのさび病斑から5菌

株を採集 した。ヒゲシバ類のさび病はわが国で初めての報告である(HiratSuka`′ αι。,1992)。 キ

ビ類の夏胞子は明褐色,楕円形,直径 23.4-35。 2μm,表面刺状,発芽孔 2-3個 を散生 し,既報の

υ″ο協ッε
`s sι

″rjαι―滋′jεαθ Yoshinoと 類似する。ネズミガヤの夏胞子はオリーブ褐色,基端の突

き出た楕円形～洋梨形 ,17.8… 34.4× 12.9-24.9μm,表面刺状,発芽孔 2-4を 遠赤道部に形成,頭状

側糸をもち,既報の び″ηεθs“
“
ιλιιれわιrgjαι So ltoと 類似する (図 lE)。 チガヤ類の夏胞子は

明褐色,楕円形 ,19。 9-39.5× 18.6-33.2μm,表面刺状,発芽孔 3-4個 を赤道部近 くに形成 し,頭状
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側糸をもち,既報の P′εεjれ jα ttscα4滋j Miuraと 類似する (図 lF)。 ヒゲシバ類の夏胞子は淡黄

色～淡褐色,円形～楕円形,直径 14.3-25。 Oμm,表面刺状,発芽孔 5-7個 を散生 し (図 lG),海

外で報告されている P.εαεαbα″,P.ελιοrjグJsと の異同について検討が必要である。いずれの菌

についても,夏胞子 しか観察できなかったため,い ずれもυ″あ sp。 とする。
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表 1.野 生イネ科植物 に寄生する糸状菌類の種名 と来歴

菌株

番号

MAFF
番 号

菌種名 症 状 宿主和名 宿主学名 採集場所 採集

年月日

178 306655 B″θιαr,s

4θグ
“
ιο∫α

か す れ

状

オ ヒシバ Eleusine

indica
群 馬 県 高 崎

市

2001/

11/12

186 306656 B. sorokiniana 褐 色 小

斑点

イヌムギ Bromus

catharticus
群 馬 県 富 士

見村

2001/

11/13

Tuk―

1

B. sorokiniana 褐 色 斑
占

イヌムギ Bromus

catharticus
茨 城 県 つ く

ば市観音台

2002/

10/30

460 306668 B. sorokiniana 円形斑 イネ科草 鳥取 県 鳥取

市湖山池

2003/

10/27

500 306669 B. sorokiniana 褐色斑 イネ科草 京 都 府 船 井

郡和知町

2003/

10/29

333 Exserohilum
monoceras

葉枯病 ケイヌビエ Echinochloa
crus-galli
var. aristata

山形 県 山形

市

2002/

9/19

198 306635 E. rostratum ご ま 葉

オ占

ヒエ類 Ecλ jれοελιοα

sp.

沖 縄 県 石 垣

市宮良

2002/

2/18

204 E. rostratum チヂ ミザサ類 Oplismenus
SD.

沖 縄 県 石 垣

市名蔵

2002/

2/19

OKI―

12

306634 E. rostratum オ ヒシバ Eleusine

indica
沖 縄 県 名 護

市

2000/

7/8

252 306639 E. rostratum ご ま 葉
オ占

ヒゲシバ類 Chloris sp. 沖縄 県 石 垣

市大里

2002/

2/21

474 E. rostratum 小 斑 ノガ リヤス類 Calamagrostis
SD. 諏

刹
叫
獅

鳥
市

2003/

10/28
つ

“ Uredo sp. さび病 キ ビ類 Panicum sp. 沖 縄 県 石 垣

市真栄里川

2002/

2/19

218 Uredo sp. さび病 ネズミガヤ Muhlenbergia

iaponica
沖 縄 県 石 垣

市真栄里川

2002/

2/19

229 Uredo sp. // ク Muhlenbergia
iaponica

沖縄 県 竹 富

町大原

2002/

2/20

222 Uredo sp. さび病 チ ガヤ類 Imperata sp. 沖縄 県 石 垣

市開南

2002/

2/19

248 Uredo sp. さび病 ヒゲ シバ類 Chloris sp. 麟
珈

沖

市

石 垣 2002/

2/21
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表 2.3″ οJα r,s sο rοたjん jαんαイ ヌ ム ギ菌 株 (MAFF306656)の
各種植物への病原性

植 物 品種 病原性 *

イヌムギ
コ ム ギ

オーチャー ドグラス

アキミドリ

ケ ンタッキーブルーグラス        0。 1

トールフェス ク            2.0
イタリアンライグラス          2.3
ペ レニ アルライグラス          0。 3

エ ンバ ク       ニューオーツ  1.3
ニューオールマイテイ      1.8

太豊      1.2
チモ シー               0.0

*:病原性 (0:無 病徴,1:小 型病斑を少数形成,2:小 型病斑

を中程度形成,3:大型病斑を多数形成 )

2.7

1.7

1.0ワセ ミドリ

1.9
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図 1.野生 イネ科植物寄生糸状菌類

A:31′θJα rj∫ れθご
“

Jθsα 分生子 (× 1400)

B:Bripθ ttr's sθ

“
た,4jα 4α 分生子 (×550)

C:Exs`κttjι

““
協οれθε

`″
S分生子 (×700)

D:Exsι
“

力jJ“

“
κ s′

“
′夕

“
分 生 子 (×550)

E:υ″あ sp.夏胞子 と側糸(on″励ιικb`rgjα ,

×900)

F:晩あ sp.夏 胞子 と側糸(on物″
“
″,

x900)

G:υ″あ sp.夏 胞子(on aιθガs,x900)
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